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○ 報酬の取扱い 

問 24 訪問看護サービスの利用者について当該利用者の心身の状況等により

訪問看護サービスを行わなかった場合、定期巡回・随時対応型訪問介護看

護費（Ⅰ）（２）（訪問看護サービスを行う場合）の算定はできるのか。 

（答） 
  利用者の都合や、月の途中で医療保険の訪問看護の給付対象となった場

合、一時的な入院をした場合などのやむを得ない事情により、居宅サービ

ス計画や定期巡回・随時対応サービス計画において定期的に訪問すること

を位置付けていた訪問看護サービスを提供することが結果としてなかった

月においては、定期巡回・随時対応型訪問介護看護費（Ⅰ）（２）の算定は

可能（医療保険の訪問看護の給付対象となった日数を除く。）である。 
なお、この場合、利用者にとって真に必要なサービスが提供されるよう、

適切なアセスメントとケアマネジメントにより、居宅サービス計画や定期

巡回・随時対応サービス計画の見直しを検討すべきである。 

 
 ※ 定期巡回･随時対応サービスと連携して訪問看護を行う場合の訪問看

護費の取扱いについても同様。 

 
 
 
【夜間対応型訪問介護】 

 
（削除） 

 次のＱ＆Ａを削除する。 

地域密着型（介護予防）サービスの実施に関する Q＆A（平成 19 年 10 月 3

日） 問２ 

 
  


